
様式第１号（第３条関係） 

  

 

 

  年  月  日 

社会福祉法人都城市社会福祉協議会会長 様 

 

令和２年度子ども・子育て応援基金 
助 成 金 交 付 要 望 書 

 

    下記のとおり、助成金の交付を受けたく要望します。 

 

１．要望団体・グループの概要 

団
体
・
グ
ル
ー
プ 

名 称   こどもふれあいサロン 

所在地 〒 ８８５－００７７ 都城市松元町４街区１７号 

連絡先 TEL：０９８６－２５－２１２３ FAX：０９８６－２５－２１０３ 

代 

表 

者 

氏 名 都城 幸子              ㊞（団体の印鑑） 

住 所 〒           同上 

連絡先 TEL：   同上         FAX：    同上 

会計責任者 都野 丈 TEL：１２－３４５６ 

担 当 者 盆地 太郎 TEL：６５－４３２１ 

設立年月日 昭和・平成 ２９年４月１日 会 員 数 １５ 名 

設立目的 

共働きのために一人で夜ご飯を食べている子どもの支援をするために、有志が集ま

って食事を提供するようになった。また、支援者のなかに退職教職者がいたため、

食事を提供するだけでなく、宿題なども教えるようになった。 

主な活動内容 

活動実績 

毎週火曜日の１８：００～２０：００に△△自治公民館で行っている。子どもたち

と一緒にごはんを作っている。平成３０年度は４０回実施した。 

 

 

２．要望事業の内容 

助成コース １．事業助成コース  ２．基盤整備コース 

事業名 子ども食堂 

活 動 の 

対 象 者 

１．保護者 ２．高齢者 ３．乳幼児 ４．小学生 ５．中学生 ６．高校生 

７．地域住民 ８．その他（                      ） 

実施期間 （開始（実施）年月日） 令和２年４月１日 ～（終了年月日）令和３年３月３１日 

記入例 



様式第１号（第３条関係） 

 

３．要望事業の予算概要 

要望事業にかかる 

総事業費 
２２０，０００ 円 要望額 ６０，０００ 円 

 

 

 

【収入内訳】            （単位：円） 

項 目 金  額 摘  要 

子ども・子育て応援基金助成金 

（要望額） 
６０，０００円  

事業に対する自己負担金 ０円  

参加費 １６０，０００円 
１００円（子ども）×１０名×４０回分 

３００円（大人）×１０名×４０回分 

合  計 ２２０，０００円  

 

 

【支出内訳】 

項 目 金  額 摘  要 

材料費 

 

消耗品費 

 

備品購入費 

 

光熱費 

 

保険料 

 

 

１０７，０００円 

 

１０，０００円 

 

３，０００円 

 

６０，０００円 

 

４０，０００円 

食材（野菜・肉・魚・調味料など） 

 

紙コップ、割り箸、洗剤、キッチン用品など 

 

収納ボックス（１，０００円×３個） 

 

１，５００円×４０回 

 

行事用保険 

合  計 ２２０，０００円  

【添付書類】 

（１） 事業（活動）計画書（別紙様式１） 

（２） 規約または会則 

（３） 役員等名簿（別紙様式２） 

（４） 総会資料（※総会を行っている団体は、必ず提出してください。） 

（５） 収支予算書（別紙様式３） 

（総会資料に収支予算書がない場合のみ提出してください。） 

（６） 見積書（備品購入の場合のみ提出） 

（７） 暴力団排除に関する誓約書及び同意書（別紙様式４）



別紙様式１（第３条関係） 

事 業 （ 活 動 ） 計 画 書 

 

団体名  こどもふれあいサロン  

 

１．要望事業（活動）の計画について 

● 目 的 

共働き世帯やひとり親世帯の子どもへの食育支援を行うとともに、子どもたち

の居場所作りを行う。夜ご飯を一人で食べる子どもを減らすため、また、子ども

たちが自分で調理をする力を身につけるために、この事業を行う。 

 

● 具体的事業内容 

（実施時期、実施場所、実施回数、対象者、参加予定人数、要望事業の実施内容についての詳細） 

・実施時期 毎週火曜日１８：００～２０：００ 

・実施場所 △△自治公民館 

・実施回数 ４０回（予定） 

・対 象 者 △△地区の小学生・中学生（他の地区は要相談） 

・事業内容 子どもたちと地域のボランティアが一緒に夜ご飯を作り、食べる。 

      また、食事が終わったあとは自由時間とし、勉強や遊びの時間を設けて

いる。 

 

● 期待される効果 

この事業を行うことで、子どもたちの孤食を防ぐことができる。また、普段は

家で一人で過ごしている子どもにとっては、団らんしながら夕食をとったり友達

を遊んだりすることもできるため、子どもの孤立防止にもつながる。さらに、一

緒に調理をすることで、自ら調理をする力を身につけることができるため、子ど

もたちの将来のためにもなる。そのほかに、この事業は地域のボランティアなし

では成り立たないため、地域のつながりの再構築も図ることができる。地域のボ

ランティアは高齢化になりつつあるが、子どもたちが関わることによって、子ど

もの親世代のボランティア（お手伝い）も来てくれている。 

 現在は子どものみ対象としているが、今年度は高齢者にも声をかけ、孤立しが

ちな高齢者も巻き込んで子どもたちとの世代交流も図りたい。 

 

２．事業の継続性 

（  ） 今回の事業で完了予定  

（ ○ ） 今後も継続予定 

（  ） 継続かどうか未定 


